
 
市民が育てる「チェルノブイリ法日本版」の会  

最新情報をお届けします。  
第１号（２０２０年 9月） 

市民が育てる「チェルノブイリ法日本版」の会の活動にご理解、ご支援をいただき、あり
がとうございます。条例制定に向けて、各地での動きが活発化していますので、 
最新情報をお届けします。 
 

三重県伊勢市の動き  
 

「ふくしまいせしまの会」は、2017年よりチェルノブイリ
法日本版条例制定の活動に全力で取り組んできました。 
（同会は、2011年に設立  
詳細は http://fukushima-iseshima.jimdo.com参照）。 
条例制定の直接請求に向けて、これまで 2回、署名活動を
行いました。1回目のチャレンジとなった昨年７月３１日か
ら８月１日の間に、同会は法廷署名数（伊勢市民有権者の
50分の１）の 64パーセントである 1377筆を集めました。 
そして２回目のチャレンジとなった今年３月 3日から４月
２日においては、法廷署名数の 92パーセントである 1953筆
を集め、直接請求のアクションを起こすまで、もうあと少し
のところまできています。 
 

現在は、第３回目のチャレンジを視野に入れながら、同会では 伊勢市議会議員にアン
ケートを実施した上で、同議員へのロビー活動を始める準備を進めています。 
 

福島県郡山市の動き  
 

被災地である福島において、2019年 1月に「チェルノブイリ法日本版」をつくる郡山の会
（しゃがの会）が立ち上がっています。しゃがの花言葉である「抵抗、友が多い、決心」
をモットーに、「福島の人たち、子どもたちを被ばくから守り、健康的な暮らしが保障さ
れるように条例化を目指し、必要な活動を行っていく」ことを目的とし、学習会などを重



ねています。 現在、市民が育てる「チェルノブイリ法日本版」の会の条例案（柳原案）を
参考に、郡山市用の条例案の作成に向けて、準備する動きが出ています。 
また同会は今年５月、「福島第一原発事故により発生した汚染水の海洋放出」に反対の意
見書を郡山市議会に提出しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
その他、東京都調布市、清瀬市などでも、条例制定に向けての動きが始まっています。 

今後、市民が育てる「チェルノブイリ法日本版」の会のブログ 
http://chernobyl-law-injapan.blogspot.com/ 
においても、報告してまいります。 

 
尚、年会費の振込用紙を同封させて頂きました。 

（すでにお振込み下さった皆さま、ありがとうございました。） 
 お時間のある時に納入して頂けましたら幸いです。 

よろしくお願い致します。 
 
 
 
 
 


